
 

No.創出-共-3 複層的な植栽（中高木層・低木層・草本層の確保） 
 
技術の目的 
異なる高さの樹種を使い、複層的な植栽を整備することで、多様な生き物の生息場所の確保や緑陰の
形成を図る。 

導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
1．複層的な植栽の形成出典 1 
 植栽する場所の条件により、高木層、中木層、低
木層、草本・地被植物を組み合わせ、多階層の植
栽が形成されるよう、配慮する。 

 多階層の樹林では、それぞれの層の空間特性に合
わせた多様な生き物の生息場所の確保が可能と
なる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■導入事例 
1．複層的な植栽の事例 

 
【事例：数寄屋橋公園（中央区）】 

高木 シダレヤナギ、ネムノキ、ヤマザクラ、ケヤキなど 
中木 ソヨゴ、トキワマンサクなど 
低木 ドウダンツツジ、アセビ、ヤマブキなど 
草本・地被植物 ササ類、ヤブラン、ツワブキなど 
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2．外構緑化や道路での複層植栽の事例 

 
【事例：中央区内（京橋スクエアガーデン）】 

 
【事例：中央区内】 

オフィスビルの外構スぺ―スに中木・草本を
組み合わせた植栽の事例 

高木・低木・地被植物を組み合わせた道路植栽
の事例 

 
■出典・参考資料 
 1 東京都環境局「植栽時における在来種選定ガイドライン～生物多様性に配慮した植栽を目指して
～」（平成 26（2014）年 5 月） 
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/nature/green/green̲biodiv/ns̲guidelines.html 

注）◎：各基本指針の主要な機能として期待される項目、○：各基本指針の副次的な機能として期待される項目 

 

期待される効果 
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基本指針との関連 

居心地がよく歩きたくなる 
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